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議会報告会予定
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成人式

出初め式

日程は変更する場合があります。
直前にお電話などでご確認ください。

も  く  じ  
第４回臨時会
12月定例会

○会議はいずれも午前10時から

○定員は40人、議案書を10冊用意しています。

傍聴にお越しください

  3月定例会予定

（３月９日の議会運営委員会のみ午後１時30分から）

●本会議
　3月2日（火）・4日（木）・5日（金）・8日（月）・26日（金）

●委員会 （別室で音声のみ）
　【議 会 運 営 委 員 会】2月24日（水）・3月9日（火）
　【事業厚生常任委員会】3月 9日（火）
　【総務文教常任委員会】3月11日（木） 
　【予算審査特別委員会】3月16日（火）・17日（水）・
　　　　　　　　　　　　 19日（金）・23日（火）
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○
１
億
１
，６
３
３
万
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
46
億
２
９
２
万
円
と

す
る
も
の
。

・
歳
入
で
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
等
の
増
額
。
歳
出
で

は
、
高
額
療
養
費
、
過
大
交

付
金
の
返
還
等
の
増
額
、
人

事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
等
の

減
額
。

○
６
万
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
３
億
５
，

３
３
０
万
円
と
す
る
も
の
。

・
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与

等
の
減
額
。

○
２
４
９
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

23
億
８
，
９
６
８
万
円
と
す

る
も
の
。

・
歳
入
で
は
地
域
支
援
事
業

交
付
金
調
整
に
よ
る
減
額
。

歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告
に

正
す
る
条
例
」
に
よ
る
補
正

予
算
で
あ
る
。（
詳
細
は
第

４
回
臨
時
会
に
て
討
論
記

載
）
よ
っ
て
人
事
院
勧
告
に

よ
る
職
員
給
与
の
減
額
の
、

一
般
会
計
補
正
予
算
か
ら
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
反
対
す
る
。

　

水
道
事
業
の
さ
ら
な
る
経

営
健
全
化
を
図
る
た
め
、
経

営
の
合
理
化
・
効
率
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
策
定
。

○
１
０
９
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
13
億
４
，２
８
４
万

円
と
す
る
も
の
。

・
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与

等
の
減
額
。

い
る
。「
受
益
者
負
担
の
適

正
化
」
と
い
う
表
現
で
の
保

育
料
、
下
水
道
使
用
料
の
値

上
げ
は
納
得
で
き
な
い
。
ま

た「
臨
時
職
員
配
置
基
準
の

見
直
し
」「
保
育
所
の
民
営

化
及
び
統
廃
合
を
図
る
」
と

あ
る
が
教
育
と
子
育
て
支
援

を
大
切
に
す
る
熊
取
町
と
し

て
現
場
の
声
、
保
護
者
の
声

を
聞
き
、
慎
重
に
判
断
を
求

め
る
。

《
反
対
討
論
》
大
村　
敏
夫

❶
５
カ
年
の
長
期
計
画
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ビ
ジ
ョ
ン
が

な
く
、
従
っ
て
、
重
点
施
策

が
不
明
。

❷
平
成
22
年
４
月
か
ら
実
施

す
る
計
画
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

具
体
的
実
施
項
目
が
見
え
な

い
。

❸
財
政
改
革
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
各
実
施
項
目
に
伴
う
目

標
金
額
が
不
明
な
た
め
、
各

実
施
項
目
の
重
要
性
が
見
え

な
い
。

❹
中
西
町
長
は
、
地
方
議
会

の
２
元
代
表
制
に
つ
い
て
理

解
を
し
て
い
な
い
。

　
「
熊
取
町
行
政
改
革
大
綱
」

に
お
け
る
行
政
改
革
の
基
本

的
な
考
え
方
等
は
、「
熊
取

町
第
３
次
総
合
計
画
」
で
の

位
置
づ
け
の
内
容
を
も
っ
て

代
え
る
も
の
。

　
「
熊
取
町
第
２
次
行
財
政

構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
将
来
に
向
け
て
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
の
確
立
を

図
る
も
の
。

《
反
対
討
論
》
日
本
共
産
党

　

行
革
の
基
本
姿
勢
は
、
住

民
の
く
ら
し
と
安
全
を
守
る

こ
と
を
第
一
義
に
、
行
財
政

の
効
率
化
に
臨
む
べ
き
だ
。

財
政
運
営
の
効
率
的
に
進
め

る
こ
と
に
成
功
し
て
も
住
民

が
窮
地
に
追
い
や
ら
れ
て
は

元
も
子
も
な
い
。
情
報
公
開

の
推
進
や
図
書
館
機
能
の
充

実
な
ど
評
価
で
き
る
が
、
住

民
負
担
へ
の
配
慮
が
か
け
て

12 月定例会
　平成21年12月定例会は、12月８日（火）に開会、22日（火）に閉会しました。この定例会では、町長提案の10案件を
審議し、「熊取町第２次行財政構造改革プランの策定」以外のすべての案件は可決しました。また請願１件が採択さ
れ、議長不信任の動議は否決、議員提案の４件が審議され可決しました。

契
約
先
・（
株
）徳
進
建
設

契
約
金
額
・
変
更
前　

４
，

９
４
１
万
６
，１
５
０
円

変
更
後　

５
，７
５
８
万
７
，

２
５
０
円

○
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
，５
７
８

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
１
０
９
億
４
，

６
５
７
万
円
と
す
る
も
の
。

・
人
事
院
勧
告
の
実
施
・
反

映
や
、
勧
奨
退
職
及
び
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正

・
予
算
と
決
算
見
込
み
と
の

差
額
の
補
正

・
国
の
経
済
危
機
対
策
と
し

て
予
算
化
し
て
い
た「
子
育

て
応
援
特
別
手
当
」に
係
る

事
業
中
止
に
伴
う
補
正

《
反
対
討
論
》
日
本
共
産
党

　

第
４
回
臨
時
会
に
お
い
て

共
産
党
が
反
対
し
た
「
一
般

職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改

熊
取
町
行
政
改
革
大
綱

の
廃
止
に
つ
い
て

〈
賛
成
全
員
〉

熊
取
町
第
２
次
水
道
事

業
中
期
経
営
プ
ラ
ン
の

策
定
に
つ
い
て

〈
全
会
一
致
〉

平
成
21
年
度
熊
取
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）　

〈
賛
成
多
数
〉

平
成
21
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）　

〈
賛
成
多
数
〉

平
成
21
年
度
熊
取
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

平
成
21
年
度
熊
取
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

〈
賛
成
多
数
〉

平
成
21
年
度
熊
取
町
一

般
会
計
補
正
予
算（
第

６
号
）　 

〈
賛
成
多
数
〉

熊
取
町
第
２
次
行
財
政

構
造
改
革
プ
ラ
ン
の
策

定
に
つ
い
て

〈
賛
成
少
数
で
否
決
〉

工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て（
町
道

（
仮
称
）大
原
線
道
路
築

造
工
事
）〈
賛
成
全
員
〉
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維
持
す
る
に
足
る
給

与
」
が
基
準
と
な
る

よ
う
、
ま
と
も
な
ル

ー
ル
を
確
立
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

悪
循
環
を
と
め
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
の

で
反
対
す
る
。

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
補
助
金（
２
，０

２
８
万
円
）

・
高
田
・
小
谷
地
区

落
石
対
策（
９
２
６

万
円
）

《
一
般
職
職
員・
労
務

職
員・
企
業
職
員
の

給
与
条
例
の
改
正
に

対
す
る
反
対
討
論
》

日
本
共
産
党

　

第
２
回
臨
時
会
に

引
き
続
く
減
額
提
案
。

若
年
層
に
は
、
一
定

の
配
慮
が
あ
る
が
一

人
当
た
り
年
平
均
で

15
万
４
千
円
と
い
う

過
去
最
大
規
模
の

減
額
で
あ
る
。
た
び

か
さ
な
る
減
額
で
は
、

職
員
の
士
気
に
も
影

響
が
出
て
く
る
と
考

え
る
。
民
間
も
、
公

務
員
も
、「
生
活
を

議員の態度表明（○賛成 ×反対 △退場）態度が分かれたもののみ表示（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の可否を決定します）

第４回臨時会
平成21年第４回臨時会は、平成21年11月26日に開催され、すべての議案８件が可決されました。

注：除斥とは法により議事に参加できない

平
成
21
年
度
熊
取
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）〈
賛
成
多
数
〉

第４回臨時会審議案件 鱧谷 田中（富）腕野 文野 白間
奥野
議長 渡辺 糀谷 矢野 江川 坂上 鈴木

田中
（正）藤原 大村

一般職職員給与条例等の一部を改正
する条例 × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

労務職員給与条例等の一部を改正す
る条例 × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

企業職員給与条例等の一部を改正す
る条例 × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

12月定例会審議案件 鱧谷 田中（富）腕野 文野 白間
奥野
議長 渡辺 糀谷 矢野 江川 坂上 鈴木

田中
（正）藤原 大村

熊取町第２次行財政構造改革プラン
の策定について × × × × ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ △ ×

平成21年度熊取町一般会計補正予
算（第６号） × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

平成21年度熊取町下水道事業特別
会計補正予算（第２号） × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

平成21年度熊取町国民健康保険特
別会計補正予算（第４号） × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

平成21年度熊取町後期高齢者医療
特別会計補正予算（第３号） × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

平成21年度熊取町介護保険特別会
計補正予算（第３号） × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

平成21年度熊取町水道事業特別会
計補正予算（第２号） × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

奥野博通君の議長不信任を求める動議 × × × × ○ 除斥 ○ ○ ○ － × ○ ○ × ×

過去の入札における熊取建設業協同
組合及び加盟業者への損害賠償の実
行を求める請願

○ ○ ○ ○ △ － △ × × ○ ○ × × ○ ○

過去の入札における熊取建設業協同
組合及び加盟業者への損害賠償請求
の実行を求める決議

○ ○ ○ ○ × － × × × ○ ○ × × ○ ○

メール問題（個人情報保護条例違反）
に対して中西町長の責任ある対応を
求める決議

○ ○ ○ ○ × － × × × ○ ○ × × ○ ○

よ
る
給
与
等
の
減
額
。

○
収
益
的
収
入
を
５
９
５
万

円
増
額
、
収
益
的
支
出
を
１
，

０
７
８
万
円
増
額
、
資
本
的

収
入
を
２
８
０
万
円
増
額
、

資
本
的
支
出
を
８
万
円
減
額

す
る
も
の
。

・
水
道
管
路
の
耐
震
化
事
業

に
か
か
る
一
般
会
計
出
資
金

の
増
額
。

・
人
事
院
勧
告
等
に
よ
る
人

件
費
の
補
正
。

職
員・
議
員
の
ボ

ー
ナ
ス
を
、０
．３

５
か
月
分
引
き
下

げ
る（
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
）

〈
賛
成
多
数
〉

消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
第
２
分
団
車
の

購
入：
１
，７
３
３

万
円
〈
賛
成
全
員
〉

平
成
21
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）３
，３

７
８
万
円
増
額

〈
賛
成
全
員
〉
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議
会
は
、
臨
時
議
会
（
11

月
26
日
）
と
12
月
定
例
会

（
12
月
８
日
、
９
日
）
に
こ

の
メ
ー
ル
問
題
の
集
中
的
な

質
問
を
行
い
そ
の
結
果
判
明

し
た
こ
と
は
、

①
中
西
町
長
は
、
町
長
に
就

任
以
来
約
１
年
半
に
わ
た
り
、

住
民
の「
火
葬
執
行
申
込
書
」

に
基
づ
き
、
葬
儀
情
報
と
し

て
、
特
定
の
議
員
に
メ
ー
ル

で
情
報
提
供
し
て
い
た
。

②
全
く
情
報
提
供
を
受
け
な

か
っ
た
議
員
は
６
名
。
２
件

又
は
数
件
の
情
報
提
供
さ
れ

て
い
た
議
員
も
い
る
。
50
件

か
ら
60
件
ぐ
ら
い
あ
る
い
は 

そ
れ
以
上
も
ら
っ
て
い
た
議

員
も
い
る
。
町
長
は
、
情
報

提
供
す
る
議
員
を
選
別
し
、

提
供
す
る
情
報
量
も
選
別
し

て
い
た
。

③
町
長
は
、
出
張
し
た
時
は

葬
儀
情
報
を
流
し
て
い
な
い

が
在
庁
の
と
き
は
流
し
て
い

た
。
従
っ
て
、
相
当
数
の
個

人
の
葬
儀
情
報
が
流
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

④
町
長
の
行
為
は
、
個
人
情

報
保
護
条
例
９
条
の
２
に
違

反
し
て
い
る
。
町
長
自
身
も

こ
れ
を
認
め
た
。

⑤
一
部
の
議
員
か
ら
は
、
条

例
第
31
条
（
利
益
提
供
の
目

的
で
情
報
提
供
す
る
こ
と
）、

第
32
条
（
情
報
収
集
し
、
目

的
外
使
用
す
る
と
き
）
に
違

反
し
て
い
る
恐
れ
大
で
あ
る

と
指
摘
。
告
発
す
る
と
発
言

し
て
い
る
。
こ
の
違
反
の
場

合
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
又

は
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

⑥
町
長
及
び
理
事
者
の
見
解

は
、
条
例
第
31
条
、
第
32
条

に
違
反
し
て
い
な
い
と
主
張

し
て
い
る
。

⑦
今
回
の
事
件
で
、
町
長
は
、

平
成
21
年
10
月
27
日
に
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
詫
び

の
文
章
を
掲
載
し
た
。
ま
た

同
じ
内
容
の
文
章
を
12
月
の

町
の
広
報
で
も
掲
載
し
た
。

町
長
と
し
て
、
葬
儀
情
報
を

流
さ
れ
た
個
人
に
対
す
る
お

詫
び
は
こ
れ
で
十
分
と
の
見

解
で
あ
っ
た
。

⑧
も
し
今
回
の
条
例
違
反
を

町
の
職
員
が
行
っ
た
場
合
は
、

減
給
処
分
も
あ
る
と
の
こ
と
。

し
か
る
に
町
長
は
、
お
詫
び

の
文
章
で
責
任
を
果
た
し
て

い
る
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら
、
町

長
に
対
す
る
左
記
の
決
議
文

が
議
員
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ

ま
し
た
。（
賛
成
８
、反
対
６
）

《
賛
成
討
論
》
日
本
共
産
党

　

集
中
的
な
質
問
の
中
で
、

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、

内
部
規
定
の
見
直
し
な
ど
考

え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

町
長
が
自
ら
を
厳
し
く
戒
め
、

何
ら
か
の
処
分
を
自
発
的
に

行
う
こ
と
、
葬
儀
情
報
漏
え

い
の
被
害
を
こ
う
む
っ
た
町

民
へ
の
個
別
謝
罪
を
求
め
、

こ
の
決
議
に
賛
成
す
る
。

《
反
対
討
論
》　　
大
村
敏
夫

　

奥
野
議
長
は
、
申
し
合
わ

せ
事
項
に
反
し
た
行
動
を

と
っ
て
い
な
い
。

　

従
っ
て
、「
議
長
不
信
任
」

動
議
に
反
対
す
る
。

《
賛
成
討
論
》　　
糀
谷
直
人

　

議
長
は
公
平
、
公
正
な
議

会
運
営
を
行
う
責
務
が
あ
る
。

平
成
21
年
10
月
27
日
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
、
中
西
町
長
が
、

条
例
に
違
反
し
て
、
葬
儀
情
報
を
漏
え
い
し
て
い
た
こ
と

が
発
覚
し
ま
し
た
。

　
議
長
の
議
会
運
営
に
関

し
、公
平
、公
正
さ
に
欠
け

る
と
し
て
、６
人
の
議
員

か
ら「
奥
野
博
通
君
の
議

長
不
信
任
動
議
」
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、賛
成
６
、

反
対
７
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

中
西
町
長
の
メ
ー
ル
問
題
に
対
す
る
集
中
審
議

町
長
が
特
定
議
員
に
対
し
葬
儀
情
報
漏
洩
す
る
！

奥
野
博
通
君
の

議
長
不
信
任
の
動
議

今
ま
で
の
議
会
が
培
っ
て
き

た
ル
ー
ル
、
議
会
運
営
委
員

会
に
お
け
る
合
意
を
も
無
視

し
た
議
事
の
進
め
方
は
、
正

常
な
議
会
の
運
営
と
は
言
え

ず
、
議
長
と
し
て
信
任
で
き

な
い
。

《
反
対
討
論
》
日
本
共
産
党

　

12
月
議
会
に
お
け
る
議
長

の
議
事
運
営
な
ら
び
に
休
憩

動
議
の
取
り
扱
い
、
議
員
に

対
す
る
発
言
に
お
い
て
公
正

さ
を
欠
け
る
点
、
不
適
切
な

言
動
の
あ
っ
た
こ
と
は
認
め

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
議
長
と
し
て
不
信
任

に
す
る
に
は
至
ら
な
い
と
判

断
す
る
。

メール問題 (個人情報保護条例違反 )に
対して、中西町長の責任ある対応を

求める決議
議会は、今回の町長自らが条例違反を犯したことの重
大性を鑑み、12月議会が終了する現時点において、中
西町長は最低限の責任を果たすため、以下の項目につ
いて実行することを求める。

１、中西町長は、個人情報を漏らした被害
者へ直接謝罪すること。

２、中西町長は、自らに処分を科すこと。

平成21年12月22日
大阪府熊取町議会

奥野博通君の議長不信任の動議
　12月 11日の本会議における文野慎治
議員の一般質問におけて、メール問題に関
する発言を許した。これは 8日の議会運
営委員会において合意したはずの緊急質問
と一般質問の取り扱いを無視し、極めて遺
憾である。
　また、その発言の取り扱いについて協議
を行うため「休憩の動議」が出されたが、
賛成者があり動議が成立したにもかかわら
ず、これを無視した。「休憩の動議は最優
先の動議」と本議会の取り決めにもある。
このことは、今まで議会運営ルールをも無
視したこととなる。
　よって、奥野博通君の議長不信任の動議
を提出する。

〈要約〉

〈要約〉
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平
成
19
年
10
月
大
原
住
宅

建
て
替
え
工
事
（
第
2
期
）

で
談
合
が
発
覚
し
、
関
係
者

4
名
が
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
。

平
成
21
年
4
月
大
阪
地
裁
で

判
決
が
下
さ
れ
被
告
人
ら
は

控
訴
せ
ず
、
判
決
が
確
定
し

た
。

　

そ
の
判
決
文
と
検
察
調
書

な
ど
刑
事
確
定
記
録
に
よ
る

と
恒
常
的
談
合
が
な
さ
れ
て

い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
平
成
20
年
12
月

議
会
で
「
過
去
の
損
害
回

復
を
求
め
る
決
議
」
を
議

決
。
さ
ら
に
、
住
民
21
名
に

よ
る
監
査
請
求
を
経
て
、
住

「中西町長に恒常的談合による損害の賠償請求を求める決議」請願
請願の趣旨

12月議会において「中西町長は、平成21年度中に住民訴訟の原告主張を受
け入れて、熊取建設業協同組合と23業者及び組合幹部に対して、過去５年分
の損害賠償請求を実行せよ」と議決して下さい。

請願の理由
平成19年10月、大原住宅第２期工事の入札における熊取建設業協同組合（以

下＝組合）主導の今勝建設らによる入札談合が発覚して、4名が逮捕・起訴され、
4期目の上垣前熊取町長は就任半年で辞任しました。

後任の中西町長は、翌年１月、本件につての住民監査請求と議会決議に従い、
今勝建設ほかに8505万円【（落札金額－最低制限価格）×1.05】の損害賠償を
請求した。そして、今勝建設が丸投げした下請け企業への未払い代金から差
し引きました。これに対して、今勝建設が起こした民事訴訟の結果、本件に
おける談合の損害の大部分は回復しましたが、全てを回復することはできま
せんでした。そして、今も重要な問題は、大阪地裁の平成20年4月確定刑事
判決と警察・検察調書など刑事確定記録（以下＝記録）によって解明された
恒常的談合（＝組合結成以来の20年にわたる組合主導の組織的常習的な談合）
によって、熊取町が被った巨大な損害については、中西町長が未だに賠償請
求を実行していないことです。

平成21年3月この記録により解明された恒常的談合の真相と事実及び熊取
町が作成した過去5年間、平成15年～ 19年度の公共工事の入札資料の事実に
もとづいて、住民21名が住民監査請求を実行しました。鈴木監査委員は記録
の事実を認めましたが、請求は棄却しました。そのため、住民代表４名が「被告・
中西町長は①過去５年間の入札のうち、落札率95%以上及び検察調書リスト記
載の談合入札、157件について②各談合によって生じた損害【（落札金額－最
低制限価格）×1.05＝総額8億5983万9750円】を相手方(組合と今勝建設など
23社)に損害賠償請求せよ③組合幹部２名にたいしても損害賠償を請求せよ」

（訴状の要点）との判決を求める住民訴訟を平成21年5月28日に提起し、半年
が経過しました。

この住民訴訟は、平成20年12月19日熊取町議会の「過去の損害回復を求め
る議決」（略称、賛成11名）の趣旨の適切な具体的実行です。解明された事実
にもとづいた私たちの主張に対して、中西町長は、応訴の答弁書で周知の事
実に目を背け「不知」を連発しました。住民訴訟に対して、町が談合業者を免
罪し、住民と争うことは、町政の深刻な誤りです。町が訴訟を継続することは、
町民財産のムダ使いであり、政治的にも道義的にもまったく正当性がありま
せん。よって、上記の趣旨の決議がなされるよう請願します。

以　上

過去の入札における熊取建設業協同組合及び
加盟業者への損害賠償の実行を求める決議

　昨年12月19日熊取町議会は、恒常的な談合の事
実が判明したことに基づき、議会として、熊取町は
熊取建設業組合及びその加盟業者に法的な損害賠償
を求めるべきであると決議したものである。
　しかしながら、熊取町は提訴できるだけの具体的
な証拠がないということで、この決議事項を実行し
なかった。
　今回、「熊取町を良くする住民の会」より提出さ
れた「中西町長に恒常的談合による損害の賠償請求
を求める決議」の請願が採択された事を重く受け止
め、熊取町はこの住民の会より提訴された裁判の応
訴を取りやめ、住民の会を同じ立場で、熊取建設業
協同組合及びその加盟業者に損害賠償の請求を行う
ことを強く要望する。

　平成21年12月22日　　　大阪府熊取町議会

民
４
名
が
町
長
を
被
告
と
し

た
「
過
去
の
談
合
に
よ
り
生

じ
た
損
害
を
取
り
戻
す
た
め

に
、
業
者
に
損
害
賠
償
請
求

せ
よ
」
と
の
判
決
を
求
め
訴

訟
を
行
っ
て
い
る
。

　

に
も
関
わ
ら
ず
、
町
長
は

な
ん
ら
行
動
を
起
こ
さ
ず
、

住
民
訴
訟
に
は
応
訴
し
て
周

知
の
事
実
に
目
を
そ
む
け
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
再
度

議
会
で
の
議
決
を
求
め
て
い

る
も
の
で
す
。

請
願
人　
　

熊
取
町
を
良
く

す
る
住
民
の
会　

大
浦
正
義

　

松
野
隆
一
他
１
１
９
名

　
「
熊
取
町
を
良
く
す
る
住

民
の
会
」
よ
り
提
出
さ
れ
た

請
願
（
上
記
記
載
）
が
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
左
記
の
決
議
が
３
名
の

　

熊
取
町
を
良
く
す
る
住
民
の
会
よ
り
「
中
西
町
長
は
、

平
成
21
年
度
中
に
住
民
訴
訟
の
原
告
主
張
を
受
け
入
れ
て
、

熊
取
建
設
業
協
同
組
合
と
23
業
者
及
び
組
合
幹
部
に
対
し

て
、
過
去
5
年
分
の
損
害
賠
償
請
求
を
求
め
る
決
議
」
と

い
う
請
願
が
12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
か
ら
の
請
願
を
採
択

議
員
提
案
「
過
去
の
入
札
に

お
け
る
熊
取
町
建
設
協
同

組
合
及
び
加
盟
業
者
へ
の

損
害
賠
償
に
関
す
る
決
議
」

紹
介
議
員　
文
野
慎
治
・
大

村
敏
夫
・
藤
原
敏
司
・
江
川

慶
子

採
決
の
結
果　

採
択
（
賛
成
８
・
反
対
４
・

退
室
２
）

賛
成
者
を
得
て
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

採
択
の
結
果　

賛
成
多
数

で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
者　

藤
原
敏
司

賛
成
者　

文
野
慎
治
・
大
村

敏
夫
・
江
川
慶
子

採
決
の
結
果　

採
択
（
賛
成

８
・
反
対
６
）

〈要約〉



　
　
一
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問
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定
例
会
に
お
い
て
、各
議
員
が
行
う
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
で
す
。

こ
ろ
で
あ
る
。

問　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

が
多
発
し
て
い
る
。被
害
状

況
の
調
査
や
イ
ノ
シ
シ
対
策

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、ど
の

様
に
取
り
組
む
の
か
。

答　
「
大
阪
府
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
事
業
」が
あ
り
、対
策

計
画
を
策
定
し
、大
阪
府
か

ら
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る

も
の
。現
在
、こ
の
補
助
制
度

の
活
用
の
検
討
を
始
め
た
と

こ
ろ
。年
度
内
に
は
対
策
計

画
を
ま
と
め
た
い
。

が
ん
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

問　
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」を

使
っ
て
の
女
性
特
有
の
が
ん

検
診
の
受
診
状
況
は
ど
う
か
。

ク
ー
ポ
ン
券
の
期
限
は
来
年

３
月
31
日
ま
で
に
な
っ
て
い

る
。対
象
者
へ
の
今
後
の
啓

発
を
考
え
て
い
る
か
。

　

が
ん
の
早
期
発
見
を
め
ざ

し
て
、受
診
率
向
上
の
た
め

に
、受
診
し
や
す
い
検
診
体

制
が
必
要
。休
日
・
夜
間
の

検
診
に
つ
い
て
ど
の
様
に
検

討
し
て
い
る
か
。

答　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診

の
受
診
状
況
は
９
月
・
10
月

の
２
カ
月
で
子
宮
が
ん
検
診

は
66
人（
対
象
者
数
は
１
，

４
９
９
人
）、乳
が
ん
検
診
は

72
人（
対
象
者
数
は
１
，７
１

５
人
）。今
後
の
啓
発
に
つ
い

て
は
集
団
検
診
も
あ
る
の
で

考
え
て
い
な
い
。

渡
辺
　
豊
子

　

休
日
・
夜
間
の
検
診
の
導

入
に
つ
い
て
は
、肺
が
ん
検

診
に
つ
い
て
来
年
度
か
ら
の

休
日
検
診
実
施
に
向
け
、調

整
を
進
め
て
い
る
。

問　

本
町
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
症
状
況
は
ど
う

か
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

多
子
家
庭
へ
の
負
担
軽
減
と

し
て
接
種
費
用
を
助
成
し
て

は
ど
う
か
。

答　

入
院
患
者
１
名
、重
症

者
は
な
い
。保
育
所
は
28
．

２
％
、小
学
校
は
26
．１
％
、

中
学
校
は
24
．６
％
の
子
ど

も
が
罹
患
し
て
い
る
。

　

多
子
家
庭
は
負
担
大
だ
が
、

国
の
考
え
方
を
基
本
に
生
活

保
護
世
帯
、非
課
税
世
帯
の

実
費
分
を
免
除
し
て
い
る
と

答

が
ん
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
つ
い
て

の
ニ
ュ
ー
ス
ア
ン
カ
ー
に
お

い
て
白
色
の
携
帯
電
話
の
画

像
が
放
送
さ
れ
た
が
、情
報

提
供
者
が
町
長
か
ら
送
信
さ

れ
た
葬
儀
情
報
を
蓄
積
し
て
、

そ
の
情
報
を
テ
レ
ビ
局
の
携

帯
電
話
に
転
送
し
た
可
能
性

が
疑
わ
れ
る
。も
し
、こ
れ
が

本
当
だ
と
し
た
ら
、個
人
情

報
保
護
の
観
点
か
ら
社
会
的

な
不
正
と
な
る
行
為
で
あ
り
、

条
例
第
31
条
に
違
反
す
る
疑

い
が
あ
り
、こ
の
こ
と
の
ほ

う
が
大
変
問
題
で
あ
る
。ま

た
、町
長
か
ら
送
ら
れ
た
の

は
町
議
会
議
員
に
限
定
さ
れ

る
た
め
、情
報
提
供
者
の
特

定
を
す
る
こ
と
は
、可
能
と

思
わ
れ
る
。内
部
調
査
を
し

て
そ
の
結
果
を
町
長
だ
け
が

住
民
に
わ
び
る
の
で
は
な
く
、

議
会
と
し
て
住
民
に
謝
罪
す

る
必
要
が
あ
る
。

問　

町
長
は
説
明
責
任
を
ど

の
よ
う
に
果
た
す
の
か
。

答　

今
回
の
一
連
の
メ
ー
ル

送
付
事
案
に
つ
き
ま
し
て

は
、町
に
関
わ
り
の
あ
っ
た

方
な
ど
の
葬
儀
情
報
を
、地

域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
議
員

に
お
か
れ
て
も
弔
慰
を
表
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

で
提
供
し
て
い
た
こ
と
、ま

た
、葬
儀
情
報
は
一
定
の
時

期
に
お
お
む
ね
公
に
な
る
情

報
で
あ
る
と
考
え
て
行
っ
た

も
の
で
す
が
、こ
の
こ
と
は

提
供
し
た
件
数
に
関
わ
ら
ず

個
人
情
報
保
護
条
例
９
条
の

２
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
り
、

個
人
情
報
保
護
上
の
認
識
が

甘
か
っ
た
も
の
と
反
省
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、個
人

情
報
の
厳
格
な
運
用
を
行
う

と
と
も
に
一
日
も
早
く
住
民

の
皆
様
か
ら
の
信
頼
を
回
復

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問　

メ
ー
ル
を
送
っ
た
の
は

議
員
だ
け
か
。

答　

議
員
だ
け
で
す
。

☆　
今
回
の
メ
ー
ル
問
題
は
、

町
会
議
員
に
限
っ
て
町
長
か

ら
送
ら
れ
て
き
た
葬
儀
情
報

で
あ
る
。そ
の
情
報
を
不
適

切
な
も
の
と
知
り
な
が
ら
議

員
が
マ
ス
コ
ミ
に
情
報
提
供

し
た
こ
と
は
、次
の
よ
う
な

問
題
が
あ
る
。

①
議
員
は
、個
人
情
報
保
護

条
例
を
町
長
と
同
様
に
、最

も
順
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

町
長
に
注
意
す
べ
き
立
場
の

も
の
で
あ
り
、明
ら
か
に
条

例
の
精
神
に
違
反
し
た
行
為

で
あ
り
、同
義
的
責
任
を
問

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
10
月
27
日
の
関
西
テ
レ
ビ

問
：
個
人
情
報
保
護
条
例
違
反
を
し
た
町
長
の
説
明
責
任
は
？

答
：
個
人
情
報
保
護
上
の
認
識
が
甘
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る

糀
谷
　
直
人

問

問

問

答

答

問

問

答

答
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増
と
な
る
。

問　
「
不
法
投
棄
」の
現
状
と

対
応
に
つ
い
て
？

答　

指
導
シ
ー
ル
・
監
視
カ

メ
ラ
・
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
に
よ
り
、不
法
投
棄
件

数
、ご
み
の
量
と
も
に
減
少

傾
向
に
あ
る
。

☆　
日
本
の
経
済
活
動
は
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
中
、

人
々
の
生
活
時
間
も
変
化
し

て
い
る
。昼
働
き
夜
眠
る
、日

曜
日
は
休
み
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
。行
政
と
し
て

「
環
境
保
護
意
識
」の
呼
び
か

け
は
あ
る
が
、実
際
は
、ご
み

問
題
を
各
家
庭
の
「
努
力
主

義
」で
成
り
立
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、

住
民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
が
必

要
で
あ
り
、住
民
の
理
解
を

深
め
る
努
力
を
行
政
に
要
望

す
る
。

問　

財
政
当
局
に
問
う
。
熊

取
町
の
強
み
で
あ
る
教
育
を

長
所
と
と
ら
え
、「
熊
取
モ

デ
ル
」
構
築
の
後
押
し
を
お

願
い
し
た
い
。

答　

熊
取
町
に
お
い
て
教
育

は
最
優
先
事
項
だ
。
た
だ
し
、

行
革
の
中
に
あ
っ
て
、
教
育

だ
け
が
聖
域
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
教
育
費
の
中
で
も

見
直
す
べ
き
所
は
、
し
っ
か

り
と
見
直
し
て
行
く
。

　

福
井
県
の
教
員
は
、
ス
ー

ツ
・
ネ
ク
タ
イ
姿
で
授
業
を

す
る
事
が
当
た
り
前
の
様
だ
。

大
阪
府
で
「
服
育
」
に
取
組

ん
で
い
る
自
治
体
は
な
い
。

教
育
委
員
会
・
学
校
現
場
に

あ
っ
て
は
、
も
う
一
段
高
み

に
上
が
っ
た
所
で
教
育
を
ほ

ど
こ
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
こ

そ
が
教
育
の「
熊
取
モ
デ
ル
」

構
築
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
に
お
け
る
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

教
育
の「
熊
取
モ
デ
ル
」の
構
築
を
！

　

本
町
の
ご
み
処
理
は
、焼

却
場
の
温
室
効
果
ガ
ス
発
生

（
CO2
）に
よ
り
、環
境
負
荷
な

ど
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。ゆ
え
に
住
民
は
、生
活
ス

タ
イ
ル
を
変
る
方
向
性
を
模

索
し
て
い
る
。

問　

ご
み
訪
問
回
収
に
つ
い

て
？

答　

本
町
に
お
い
て
平
成
19

年
度
よ
り「
ふ
れ
あ
い
収
集
」

を
一
人
暮
ら
し
、高
齢
者
、障

が
い
者
等
の
方
々
に
試
行
し

て
い
る
。町
職
員
が
申
し
出

宅
か
ら
粗
大
ご
み
の
収
集
運

搬
を
行
う
も
の
。今
後
は
、実

績
、要
望
等
が
あ
れ
ば
拡
充

を
検
討
す
る
。

提
案　
本
人
の
申
請
と
民
生

委
員
の
報
告
を
も
と
に
審
査

し
、屋
内
へ
の
立
ち
入
り
同

意
書
の
提
出
を
受
け
対
象
者

を
認
定
す
る
。介
護
を
必
要

問　

学
力
テ
ス
ト
の
公
表
が

な
さ
れ
、
算
数
・
数
学
・
国

語
の
正
答
率
が
い
ず
れ
も

国
・
府
平
均
を
上
回
る
も
の

で
あ
っ
た
。
教
育
に
積
極
に

取
組
ん
で
い
る
総
合
力
の
成

果
だ
。
少
人
数
学
級
・
習
熟

度
別
学
級
は
熊
取
町
だ
け
の

政
策
で
は
な
い
が
、
大
変
優

れ
て
い
る
と
聞
く
詳
し
い
報

告
を
。

答　

熊
取
町
で
は
大
阪
府
か

ら
少
人
数
指
導
・
習
熟
度
別

指
導
を
受
け
る
以
前
か
ら
取

組
み
・
研
究
を
進
め
て
お
り
、

長
い
歴
史
・
伝
統
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
積
み
定
着
し
て
い
る
。

問　

図
書
館
司
書
を
全
小
・

中
学
校
に
配
置
を
し
て
い
る
。

行
革
を
進
め
て
い
る
折
で

も
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

も
ら
っ
て
い
る
事
は
、
素
直

に
感
謝
し
た
い
。
熊
取
町
は

と
す
る
高
齢
者
や
身
障
者
の

安
否
や
健
康
状
態
を
確
認
す

る
効
果
も
あ
る
。玄
関
先
で

一
声
か
け
て
か
ら
「
燃
え
る

ご
み
」「
燃
え
な
い
ご
み
」「
資

源
ご
み
」を
回
収
す
る
。

問　

な
ぜ
不
燃
ご
み
の
収
集

が
出
来
な
い
の
か
？

答　

不
燃
ご
み
を
一
定
量
た

め
、ま
と
め
て
出
す
の
は
面

倒
な
こ
と
だ
が
、ご
み
の
減

量
化
、委
託
料
の
削
減
の
た

め
に
も
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

提
案　
住
民
に
不
燃
ご
み
専

用
指
定
収
集
袋
を
配
布
し
、

資
源
ご
み
の
収
集
日
（
月
に

１
～
２
回
程
度
）に
合
わ
せ

て
各
家
庭
か
ら
回
収
す
る
。

問　
「
粗
大
ご
み
受
付
」を
な

ぜ
土
曜
・
祝
日
は
し
な
い
の

か
？

答　

実
施
す
る
場
合
、現
行

体
制
の
見
直
し
に
よ
り
経
費

学
力
も
高
い
が
支
援
教
育
に

も
し
っ
か
り
と
力
を
入
れ
て

い
る
と
聞
く
詳
し
い
報
告
を
。

答　

他
市
町
村
が
行
革
で
教

育
予
算
を
削
る
中
で
も
、
熊

取
町
は
で
き
る
だ
け
の
事
を

や
っ
て
き
て
い
る
。
支
援
教

育
で
は
個
々
に
応
じ
た
対
応

が
で
き
て
い
る
。

問　

過
日
、
支
援
教
育
の
相

談
に
行
っ
た
折
、「
心
配
な

さ
ら
ず
に
熊
取
町
の
小
学
校

に
通
わ
せ
て
下
さ
い
」
と
の

力
強
い
言
葉
が
あ
り
、
ま
さ

に
「
血
の
通
っ
た
教
育
」
を

実
施
し
て
い
る
事
が
わ
か
り
、

大
変
感
謝
を
さ
れ
て
い
た
。

今
後
も
教
育
の
「
熊
取
モ
デ

ル
」
構
築
を
目
指
し
て
ほ
し

い
。

答　

今
後
も
「
熊
取
の
教
育

こ
こ
に
あ
り
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

矢
野
　
正
憲

ご
み
問
題
、住
民
視
点
で
対
策
を
！

白
間
　
泰
男

答

問

問

問

問

答

答

答

問問

問

問答 答

答

答
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原
子
燃
料
工
業
に
お
け
る
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
製
造
へ
の
か
か
わ
り

関
空
の
軍
事
利
用
構
想
に
つ
い
て

住
民
と
敵
対
す
る
裁
判
は
お
か
し
い
！

坂
上
　
巳
生
男

文
野
　
慎
治

問　

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
が

全
国
各
地
で
、
地
域
住
民
の

つ
よ
い
反
対
に
も
か
か
わ
ら

ず
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
、
使

用
済
み
核
燃
料
を
再
処
理
し

て
で
き
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と

ウ
ラ
ン
か
ら
つ
く
ら
れ
る
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
を
既
存
の
原
子
炉

で
燃
や
す
方
法
で
、
極
め
て

危
険
性
が
高
い
。
熊
取
の
原

子
燃
料
工
業
が
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料

の
製
造
に
関
わ
っ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
情
報
を
把
握
し
て

い
る
か
。

答　

原
子
燃
料
工
業
熊
取
事

業
所
は
、
ウ
ラ
ン
燃
料
の
成

型
加
工
を
許
可
さ
れ
た
工
場

で
あ
り
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
製
造

に
つ
い
て
は
許
可
さ
れ
て
お

ら
ず
、
今
後
も
予
定
は
な
い

と
聞
い
て
い
る
。

問　
「
住
民
訴
訟
」
自
体
が
、

町
が
す
る
べ
き
対
応
を
し
な

い
た
め
に
、
住
民
が
町
の
損

害
を
取
り
戻
す
た
め
に
や
む

な
く
提
訴
し
た
も
の
。
町
は

今
勝
裁
判
で
は
刑
事
事
件
の

判
決
文
・
被
告
人
調
書
等
の

刑
事
確
定
記
録
の
事
実
を
根

拠
と
し
て
、
組
合
は
過
去
か

ら
常
習
的
に
談
合
を
し
て

い
た
と
主
張
し
業
者
を
批

判
。
し
か
し
、
町
長
が
組
合

主
導
の
恒
常
的
な
談
合
に
よ

り
町
が
被
っ
た
損
害
賠
償
請

求
を
実
行
し
な
い
の
で
住
民

訴
訟
が
提
訴
さ
れ
た
。
実
際

の
裁
判
に
お
い
て
、
原
告
の

住
民
側
が
刑
事
記
録
で
明
ら

か
に
な
っ
た
事
実
を
指
摘
し

た
と
こ
ろ
、
被
告
熊
取
町
の

準
備
書
面
で
は
、
指
摘
さ
れ

情
報
を
求
め
る
必
要
は
あ
る
。

問　

沖
縄
普
天
間
基
地
移
転

の
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
嘉

手
納
に
移
転
し
、
嘉
手
納
の

機
能
の
一
部
を
関
空
な
ど
民

間
空
港
に
移
す
と
い
う
案
が

議
論
さ
れ
て
お
り
、
橋
下
知

事
は
「
正
式
な
話
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

熊
取
町
長
と
し
て
反
対
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

正
式
な
案
が
示
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
答
え
は
差
し

控
え
た
い
。

問　

泉
佐
野
市
長
や
泉
南
市

長
も
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。

住
民
の
平
和
と
安
全
を
守
る

立
場
か
ら
反
対
す
べ
き
だ
。

正
式
な
話
が
あ
れ
ば
反
対
す

る
の
か
。

答　

正
式
に
話
が
あ
れ
ば
、

反
対
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
具
体
的
な
個
別

的
な
証
拠
が
現
時
点
で
無
い
。

問　

町
が
「
一
方
的
な
被
害

者
」
の
立
場
で
あ
れ
ば
、
業

者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
実

行
す
る
は
ず
だ
と
思
っ
て
い

る
。
し
な
い
の
は
、
町
が
実

行
す
れ
ば
業
者
に
官
製
談
合

で
あ
る
と
暴
露
さ
れ
、
多
く

の
幹
部
職
員
が
窮
地
に
陥
る

事
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら

と
思
う
。
見
解
は
。

答　

職
員
に
つ
い
て
、起
訴
・

告
訴
な
り
は
無
か
っ
た
。
捜

査
は
終
わ
っ
て
い
る
。
２
期

工
事
だ
け
は
談
合
は
あ
っ
た
。

過
去
は
分
か
ら
な
い
。

☆　
町
が
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」を
呼
び
か
け
る
限
り

は
、透
明
性
・
説
明
責
任
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
、パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
住
民
か
ら
の
信

頼
は
得
ら
れ
な
い
。

　

一
方
で
、
関
電
高
浜
原
発

で
使
用
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の

設
計
お
よ
び
部
材
調
達
を
担

当
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
の

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
製
造
会
社
と
関

西
電
力
、
原
子
燃
料
工
業
の

三
社
で
契
約
が
結
ば
れ
て
い

る
。

問　

関
わ
り
は
そ
れ
だ
け
か
。

答　

青
森
県
六
ヶ
所
村
の
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
に
原
子
燃
料

工
業
の
社
員
が
出
向
し
、
施

設
の
設
計
に
関
わ
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

問　

直
接
製
造
は
し
て
い
な

い
も
の
の
、
社
員
が
六
ヶ
所

村
に
派
遣
さ
れ
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
工

場
そ
の
も
の
の
設
計
ま
で

や
っ
て
い
る
。
住
民
の
安
全

を
守
る
立
場
か
ら
今
後
ど
う

対
処
す
る
の
か
。

問　

本
町
と
の
協
定
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
が
、
適
宜
、

た
事
実
の
ほ
と
ん
ど
を
「
不

知
」
を
連
発
し
、
事
情
を
知

ら
な
い
第
３
者
の
様
に
振
舞

い
、
実
質
的
に
談
合
業
者
側

に
立
っ
て
住
民
と
敵
対
し
て

い
る
。
こ
の
現
状
を
お
か
し

い
と
思
わ
な
い
か
。

答　

過
去
の
談
合
に
つ
い
て

の
個
別
・
具
体
的
な
証
拠
が

無
い
。裁
判
上
、被
告
と
な
っ

て
い
る
が
、
引
き
続
き
慎
重

か
つ
適
切
に
対
応
し
た
い
。

問　

町
長
の
テ
レ
ビ
で
の
発

言
「
調
べ
た
と
こ
ろ
談
合
は

無
か
っ
た
」
は
、
今
勝
裁
判

で
の
町
の
主
張
と
矛
盾
し
、

組
合
の
長
年
に
わ
た
る
犯
罪

と
町
の
巨
大
な
損
害
を
隠
す

発
言
。
町
民
に
対
し
て
大
原

住
宅
２
期
工
事
の
他
に
は
談

合
は
無
い
と
思
い
込
ま
せ
よ

う
と
し
た
事
は
重
大
な
問
題

発
言
。
そ
の
説
明
責
任
は
。

問問 答答

談
合
事
件
に
関
わ
る
一
連

の
対
応
に
つ
い
て

原
燃
と
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
製
造

関
空
の
軍
事
利
用
構
想
に
つ
い
て

問

問問

答

答 答

問

問

問

答

答

町
長
答
弁
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答　

町
と
し
て
も
ひ
ま
わ
り

バ
ス
の
き
め
細
か
い
運
行
が

自
家
用
車
の
代
替
交
通
と
な

る
こ
と
は
期
待
す
る
が
、今

町
内
循
環
バ
ス
検
討
会
議
で

検
討
中
で
あ
る
。財
政
状
況

を
み
す
え
た
上
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

民
主
党
は
廃
止
と
い
っ

て
い
た
が
、先
延
ば
し
し
ま

し
た
。広
域
連
合
で
の
来
年

の
保
険
料
の
試
算
は
い
く
ら

か
？

答　

平
均
額
で
12
．21
％
の

伸
び
率
と
な
り
軽
減
後
の
額

で
９
万
２
４
３
９
円
と
試
算

し
て
い
る
。

☆
高
齢
者
に
重
い
負
担
と
年

齢
で
差
別
す
る
制
度
の
一
日

で
も
早
い
廃
止
を
願
う
。

遮
断
弁
工
事
」
の
入
札
結
果

を
み
る
と
、
10
社
指
名
し
た

と
こ
ろ
、
８
社
が
指
名
辞
退

し
、残
り
の
２
社
が
応
札
し
、

最
低
制
限
価
格
を
上
回
る
価

格
で
落
札
さ
れ
た
。

　

入
札
制
度
改
革
以
来
、
初

め
て
最
低
制
限
価
格
を
上
回

る
入
札
案
件
で
あ
る
。

　

入
札
辞
退
し
た
と
こ
ろ
に

対
し
て
、
今
後
の
指
名
に

お
い
て
何
ら
か
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
か
け
る
べ
き
で

は
？
ま
た
一
般
競
争
入
札
に

変
更
す
る
な
ど
の
入
札
制
度

の
改
善
を
考
え
る
べ
き
で

は
？

答　

指
名
辞
退
に
対
し
て
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
考
え
て
い

な
い
。
入
札
制
度
の
改
善
は

常
に
考
え
る
べ
き
こ
と
と

思
っ
て
い
る
。

低
所
得
者
に
介
護
利
用
料
の
独
自
減
免
を

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
の
保
険
料
試
算
は
？

問　

入
札
制
度
の
最
低
制
限
価
格
を
引
き
上
げ
れ
ば
、住
民
の

　
　

血
税
が
無
駄
に
使
わ
れ
る
。考
え
直
す
べ
き
だ
！

答　

大
阪
府
下
で
、５
自
治
体
は
実
施
し
て
い
る
。

問　

生
活
保
護
世
帯
と
同
様
、

又
は
、そ
れ
以
下
の
収
入
で
、

保
護
を
受
け
ず
に
生
活
し
て

い
る
方
に
と
っ
て
介
護
利
用

料
の
負
担
が
大
変
に
な
っ
て

い
る
。介
護
利
用
料
に
町
独

自
の
減
免
制
度
が
必
要
だ
と

思
う
が
い
か
が
か
？

答　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

自
己
負
担
額
を
町
の
独
自
制

度
と
し
て
減
免
す
る
場
合
、

そ
の
減
免
分
に
つ
い
て
は
、

第
一
号
被
保
険
者
の
負
担
と

な
る
。又
、泉
州
地
域
で
独
自

減
免
を
し
て
い
る
市
や
町
は

な
い
の
で
第
四
次
計
画
に
お

い
て
は
予
定
し
て
い
な
い
。

問　

文
部
科
学
省
は
来
年
の

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
に
つ

問　

平
成
21
年
４
月
以
降
予

定
価
格
を
約
３
％
値
上
げ
し

た
理
由
は
？ 

答　

以
前
は
、
設
計
価
格
か

ら
約
３
％
歩
切
り
し
て
い
た

が
、
計
算
根
拠
の
あ
る
設
計

価
格
に
合
わ
せ
る
た
め
だ
。

問　

最
低
制
限
価
格
の
上
限

を
現
在
の
価
格
よ
り
さ
ら
に

引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
理
由
は
？

答　

国
か
ら
の
通
達
基
準
に

従
う
た
め
で
あ
る
。
大
阪
府

下
42
自
治
体
の
中
で
５
自
治

体
が
国
の
通
達
基
準
に
合
わ

せ
て
実
施
し
て
い
る
。

問　

ま
だ
５
自
治
体
し
か
実

施
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
な
ぜ
熊
取
町
は
急
い

で
実
施
し
た
い
の
か
？

答　

来
年
４
月
以
降
実
施
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
周

辺
自
治
体
の
状
況
を
見
な
が

い
て
抽
出
調
査
と
し
な
が
ら

参
加
を
希
望
せ
ざ
る
を
得
な

い
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。熊
取
町
の
対

応
は
ど
う
し
た
か
？

答　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

抽
出
調
査
対
象
外
と
な
っ
た

学
校
に
対
し
て
学
力
テ
ス
ト

用
紙
の
希
望
の
有
無
を
問
う

も
の
で
あ
り
、利
用
を
希
望

す
る
と
回
答
し
た
。今
後
、文

部
科
学
省
が
ど
う
進
め
て
い

く
か
見
守
る
。

☆
競
争
を
助
長
す
る
学
力
テ

ス
ト
は
止
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

問　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が

運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
た

め
に
は
、き
め
細
か
い
ひ
ま

わ
り
バ
ス
の
運
行
が
必
要
で

は
な
い
か
？

ら
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

問　

今
年
４
月
に
設
置
し
た

入
札
監
視
委
員
会
を
非
公
開

に
し
て
い
る
が
、
公
開
す
る

べ
き
だ
。
如
何
。

答　

国
か
ら
の
通
達
を
基
本

に
非
公
開
と
し
て
い
る
。

問　

透
明
性
の
あ
る
行
政
を

実
施
す
る
と
言
っ
て
い
る
が

こ
れ
に
反
す
る
の
で
は
？

答　

国
か
ら
の
通
達
で
も
あ

り
、
ま
た
入
札
監
視
委
員
会

の
意
見
も
聞
い
た
が
、
当
面

非
公
開
で
運
用
す
る
と
な
っ

た
。

問　

入
札
監
視
委
員
会
の
議

事
録
も
要
点
議
事
録
に
な
っ

て
い
る
が
、
正
式
の
議
事
録

に
す
べ
き
だ
。
如
何
。

答　

こ
れ
も
国
か
ら
の
通
達

に
準
拠
し
て
い
る
。

問　

今
年
の
９
月
10
日
に
実

施
し
た
「
第
３
配
水
池
緊
急

大
村
　
敏
夫

答答

問問 問

問問問問

答答答

答

答

鱧
谷
　
陽
子

介
護
利
用
料
の
独
自
減
免
を

学
力
テ
ス
ト
に
関
す
る

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

問問

問

問

答

答 答

答高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
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職
員
ら
に
植
木
の
剪
定
な
ど

を
勉
強
し
て
も
ら
う
考
え
は

あ
る
か
。

答　

職
員
に
植
木
の
剪
定
な

ど
を
研
究
す
る
よ
う
に
も
っ

て
い
き
た
い
。

☆
や
は
り
管
理
が
手
薄
に
な

り
植
え
込
み
な
ど
を
放
置
し

て
お
く
と
、そ
の
周
辺
に
ゴ

ミ
や
糞
な
ど
が
増
え
る
。美

し
く
景
観
を
保
ち
な
が
ら
管

理
の
手
間
、コ
ス
ト
が
低
く

抑
え
る
方
法
も
あ
る
。今
後

そ
の
あ
た
り
を
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

＊　

＊　

＊

問　

中
学
校
裏
の
工
事
用
パ

ネ
ル
、
建
築
基
準
法
に
則
っ

た
も
の
で
あ
る
の
は
わ
か
る

が
、
冬
場
の
日
の
落
ち
た
帰

宅
時
、
そ
こ
を
通
行
さ
れ
る

生
徒
に
と
っ
て
死
角
に
な
る

道
路
と
な
っ
て
い
る
。
生
徒

問　

現
在
の
入
札
結
果
は
？

答　

適
正
に
実
施
し
、「
入

札
監
視
委
員
会
」
に
お
い
て

「
適
正
」
と
の
審
査
結
果
。

問　
「
公
契
約
条
例
」
の
検

討
に
つ
い
て

答　

国
・
府
か
ら
情
報
提
供

が
な
い
。
国
・
府
・
府
下
自

治
体
等
を
注
視
し
て
い
く
。

☆「
安
け
れ
ば
よ
し
」ル
ー
ル

の
な
い
一
般
競
争
入
札
・
契

約
で
は
、賃
金
を
抑
え
て
安

く
入
札
し
た
業
者
が
生
き
残

り
、社
会
保
険
に
加
入
し
、労

基
法
を
守
っ
て
い
る
業
者
が

排
除
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。

　
入
札
に
参
加
す
る
事
業
者

の
賃
金
、労
働
条
件
の
調
査

を
行
政
が
し
、「
公
正
な
労
働

基
準
の
確
保
」を
入
札
の
条

件
に
設
け
る
べ
き
だ
。

の
安
全
を
確
保
す
る
対
策
は

採
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　

議
員
の
指
摘
に
よ
り
防

犯
灯
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
を
建
設
業
者
の
責
任
と
し

て
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
。

パ
ネ
ル
に
つ
い
て
は
２
年
の

工
事
期
間
の
内
、
来
秋
に
は

新
校
舎
の
完
成
で
道
路
に
面

し
た
パ
ネ
ル
は
撤
去
さ
れ
る

予
定
。

☆
パ
ネ
ル
撤
去
後
も
新
校
舎

で
死
角
な
る
可
能
性
が
あ

る
。防
犯
灯・カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

は
工
事
終
了
さ
れ
た
後
も
引

き
続
い
て
設
置
し
て
い
た
だ

き
た
い
。＊　

＊　

＊

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
熊

取
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
議
事

録
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
下
さ
い
。

安
心
し
て
働
け
る
雇
用
と
支
援
を
‥
相
談
窓
口
で
対
応

「
公
契
約
条
例
」の
検
討
を
！
‥
国
・
府
の
動
き
を
見
る

公
共
施
設
の
植
え
込
み
管
理
に
つ
い
て

中
学
校
改
築
に
伴
う
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　

就
労
相
談
の
状
況
は
？

答　

専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
月
・
水
の
午
後
、
就

職
困
難
者
の
相
談
を
対
応
。

母
子
家
庭
の
母
親
や
障
害

者
、
中
高
年
齢
者
、
ひ
き
こ

も
り
状
態
を
心
配
し
た
家
族

か
ら
相
談
な
ど
あ
る
。
就
職

の
あ
っ
せ
ん
で
な
く
、
就
職

に
向
け
た
活
動
と
心
の
サ

ポ
ー
ト
が
目
的
で
あ
る
。

問　

生
活
支
援
の
対
応
は
？

答　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
で
相
談
。
生
活
状
況
を

確
認
の
上
「
生
活
福
祉
資
金

の
貸
付
」や「
生
活
保
護
」に

繋
ぐ
な
ど
対
応
し
て
い
る
。

問　

雇
用
確
保
に
つ
い
て
大

企
業
等
の
社
会
的
責
任
に
つ

い
て
町
長
の
見
解
は
？

答　
（
職
員
）
そ
れ
ぞ
れ
の

経
営
の
上
に
立
っ
て
い
る
の

で
町
と
し
て
何
ら
か
の
対
応

問　

公
共
施
設
の
植
木
の
管

理
が
手
薄
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の

管
理
に
つ
い
て

答　

日
常
の
散
水
・
草
引
き

等
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
、
害
虫
駆
除
を
年
３

回
、
剪
定
に
つ
い
て
は
３
年

に
１
回
を
造
園
業
者
に
委
託

し
て
い
る
。
そ
の
他
、
電
線

に
か
か
っ
た
枝
の
処
理
な
ど

軽
微
な
も
の
に
関
し
て
は
現

業
・
嘱
託
・
臨
時
職
員
の
合

わ
せ
て
10
名
で
対
応
し
て
い

る
。

問　

景
観
と
し
て
の
植
木
と

い
う
観
点
か
ら
、
高
木
で
言

え
ば
伸
び
す
ぎ
た
枝
を
払
っ

た
だ
け
、
低
木
・
植
え
込
み

で
は
刈
り
込
み
不
足
や
枯
れ

た
花
の
放
置
が
目
立
つ
。
景

観
保
全
の
た
め
の
剪
定
と
し

て
は
相
応
し
く
な
い
。
現
業

江
川
　
慶
子

を
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

問　

自
治
体
の
役
割
に
つ
い

て
町
長
の
見
解
は
？

答　
（
職
員
）
行
革
の
中
で
、

正
規
と
非
正
規
の
あ
る
べ
き

姿
を
考
え
て
い
る
。保
育
士
、

介
助
員
、
加
配
な
ど
総
合
的

に
考
え
て
い
る
。

☆
熊
取
町
の
非
正
規
職
員
の

割
合
は
、45
．9
％
で
、（
平
均

23
．7
％
）大
阪
府
下
で
５
番

目
に
高
い
。　

　
行
政
も
非
正
規
労
働
者
を

生
み
出
し
て
い
る
こ
と
の
認

識
に
立
ち
、改
善
す
べ
き
だ
。

鈴
木
　
　
實

問

答

労
働
環
境
の
改
善
の
た
め

に「
公
契
約
条
例
」を
！

問問問 答答答

問答

答

答

答

答 問問

問問
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関
西
国
際
空
港
問
題
・
行
政
改
革
・

熊
取
駅
住
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
運
営
に
つ
い
て

腕
野
　
幸
博

郵
便
局
活
用
に
つ
い
て
は
、

行
政
改
革
大
綱
に
制
度
化
さ

れ
た
も
の
で
、
府
内
で
は
、

柏
原
市
で
戸
籍
謄
本
・
税
証

明
・
印
鑑
登
録
証
明
の
交
付

請
求
受
付
・
引
渡
し
を
府
内

初
で
行
わ
れ
て
い
る
。

問　

熊
取
駅
住
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
運
営
に
つ
い
て

答　

平
成
二
十
二
年
四
月
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
、

情
報
発
信
機
能
＝
町
内
の
四

大
学
・
商
工
会
ブ
ー
ス
を
設

置
し
、
行
政
情
報
・
イ
ベ
ン

ト
を
Ｐ
Ｒ
し
て
行
く
。
住
民

協
働
応
援
機
能
＝
掲
示
板
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
機

能
に
よ
り
協
働
の
拠
点
と
し

た
い
。
地
場
産
品
Ｐ
Ｒ
機
能

＝
商
工
会
と
調
整
し
て
ゆ
く
。

以
上
の
重
点
機
能
を
中
心
に
、

賑
わ
い
の
創
出
に
繋
が
る
ソ

フ
ト
事
業
を
検
討
し
て
行
く
。

問　

関
西
国
際
空
港
の
本
町

の
対
応
に
つ
い
て

答　

関
西
空
港
・
伊
丹
・
神

戸
の
あ
り
方
を
官
民
で
話
し

合
う
、
関
西
三
空
港
懇
談
会

に
お
い
て
、
活
発
に
議
論
さ

れ
て
き
て
い
る
。
本
町
で
は

「
泉
州
市
・
町
関
西
国
際
空

港
対
策
協
議
会
」
に
お
い
て

全
体
構
想
の
早
期
実
現
を
求

め
、
三
空
港
の
位
置
付
け
で

は
、
国
際
ハ
ブ
化
と
し
て
競

争
力
を
備
え
さ
せ
る
た
め
、

伊
丹
空
港
廃
止
を
含
め
、
関

西
三
空
港
の
役
割
を
抜
本
的

に
見
直
す
と
共
に
、
国
内
線

の
基
幹
空
港
と
し
て
の
機
能

強
化
を
図
る
よ
う
に
要
望
し

て
参
り
た
い
。

問　

行
革
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

答　

係
長
級
昇
任
試
験
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
二
年
よ
り

九
回
実
施
し
て
い
て
、
合
計

六
十
五
名
が
合
格
者
で
あ
り
、

組
織
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い

く
。
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
昨
年
ま
で
七
回

目
を
実
施
し
て
い
て
、
優
秀

者
に
は
「
信
賞
必
罰
」
の
考

え
の
も
と
、
勤
勉
手
当
の
成

績
率
を
増
す
な
ど
の
職
員
の

士
気
高
揚
に
繋
げ
て
い
る
。

来
庁
者
サ
ー
ビ
ス
評
価
に
つ

い
て
は
、
柏
原
市
で
平
成

十
七
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
職
員
の

接
遇
研
修
を
強
化
す
る
と
共

に
今
後
は
管
理
職
に
対
し
て

て
も
、
意
識
改
革
を
図
る
目

的
で
力
を
入
れ
た
い
。
広
告

収
入
に
つ
い
て
は
、
バ
ナ
ー

広
告
・
広
告
入
り
窓
口
封
筒

な
ど
、
収
入
確
保
の
強
化
の

立
場
で
、
事
業
者
ニ
ー
ズ
の

研
究
・
検
証
を
行
う
。
特
定

熊取町議会 検索
町議会のホームページでは、議員名簿・議会傍聴・請願と陳情・
定例議会の日程・質問など公開しています。
また、会議録の閲覧もできますのでご覧ください。

町議会ホームページの紹介

　細菌性髄膜炎は、乳幼児に重い後遺症を引き起こ
したり、死亡に至る恐れが高い重篤な感染症で、その
原因の75％がヒブ（Hib＝ヘモフィルスインフルエ
ンザ菌ｂ型）と肺炎球菌によるものです。細菌性髄膜
炎は早期診断が困難なこと、発症後の治療には限界
があることなどから、罹患前の予防が非常に重要で、
Hibや肺炎球菌による細菌性髄膜炎については乳幼
児期のワクチン接種により効果的に予防することが
可能です。
　そこで、細菌性髄膜炎の予防対策を図るために、次
の事項について、一日も早く実現されますよう強く
要望いたします。
1.　Hibワクチンおよび小児用肺炎球菌ワクチンの
予防接種法を改正し、Hib重症感染症（髄膜炎、喉頭
蓋炎、敗血症）を定期接種対象疾患（一類疾病）に位
置付けること。
2.　ワクチンの安定供給のための手立てを講じるこ
と。

（提出先）内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣

　日本の食料自給率はカロリーベースで
41％となり、輸入に依存している。汚染米事
件やカビ毒混入問題など輸入食品によって
食の安全が脅かされている。また国内の農
林水産業生産を拡大し、食料自給率を向上
させるために以下の4点を強く要望する。
①国内農林水産物の生産を拡大するため、
生産費をまかなう価格保障・所得保障政策
を実現すること。
②食品衛生監視員の増員等検査体制の強
化。
③汚染米事件の原因にもなった不要な外国
産米（ミニマムアクセス米）の輸入は止め
ること。
④産直、地産地消の支援と地域農業を維持
発展させること。

（提出先）衆議院議長　参議院議長　内閣総
理大臣　外務大臣　厚生労働大臣　農林水
産大臣　財務大臣

　常任委員会活性化の一環として、
平成21年11月4日教育委員と総務
文教常任委員との懇談会を実施しま
した。
　さらに12月17日教育長・教育委
員長・教育次長から「教育委員会制
度」について詳しく説明を受け、そ
の後意見交換会を行い、教育委員会・
教育委員の活動について新たな認識
を持つことができました。
　また議会の役割、責務についても
説明することができ、議会への認識
も新たにしていただけたと思います。
　今後とも各種団体との意見交換会
を実施していきたいと考えています。

子どもたちの生命を守るため、ヒブワク
チン及び肺炎球菌ワクチンへの公費助
成、定期接種化を求める意見書

食の安全・安心と食料自給率向上
政策を求める意見書

意見書が採択されました教育委員会と総務文教常任委員会で

意見交換会

問問

問

答答

答
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編 

集 

後 

記

　

早
い
も
の
で
、『
議
会
だ
よ

り
』を
発
行
し
て
八
号
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

過
日『
議
会
だ
よ
り
モ
ニ

タ
ー
』の
方
々
と
、親
し
く
意

見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。読
ん
で
も
ら
え
る
工

夫
が
必
要
と
の
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、み
な
さ
ん
に
見

近
な
議
会
広
報
誌
と
し
て
、愛

着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
様
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
　
　
　
　
　

　

委 

員 

長　
　

藤
原
敏
司

　

副
委
員
長　
　

文
野
慎
治

　

委　
　

員　
　

白
間
泰
男

　

委　
　

員　
　

糀
谷
直
人

　

委　
　

員　
　

矢
野
正
憲

　

委　
　

員　
　

江
川
慶
子

委　
　

員　
　

大
村
敏
夫

モニター会議 開催
　平成21年11月17日午前10時より、熊取町民から
なる9名の議会だよりモニターさんをお招きし、議長
出席の下、広報委員と懇談会を開催しました。
　当日、緊張のうちに始まりましたが、すぐに白熱し
た議論へと移り、貴重ないろいろな御意見をお聞かせ
頂くことができました。ありがたいことは「議会だより」
に強い関心を持たれているモニターさんばかりだとい
う事です。こういう機会を持てた事に喜びを覚え、モ
ニターさんに感謝の想いでいっぱいです。
　これからも、頂いたご意見を参考に、公平・公正を
モットーに、オープンに、皆様に満足してもらえる「議
会だより」を目指して日々努力して参りたいと想います。
　議会だよりへの意見は
◦「議会だより」は熊取町の未来を築く資料となる
◦多くの方に読んでもらうために宣伝・工夫が必要、
町民が何を知りたいかを考えるべき

◦知らなさすぎる議員がいる、危機感が少ないのでは
◦正しい情報を発信する必要あり
◦文章が理解しづらい
◦進化させていく必要がある
◦住民の生活にどれだけの貢献ができているかも考え
ることが求められる

◦議員の賛否の態度表明に大賛成する
　など、激励・叱責等大いに参考となるものばかりで
した。なかでも、これからの熊取のまちづくりを進め
て行く上で、「議会だより」が住民間を繋ぐ「絆」にな
るのでは、また、そうしなければならないというご意
見が印象に残っています。
　住民皆様の協力と広報委員会の努力で成し遂げたい
と願う次第です。
　なお現在のモニターさんの任期は、No.8号、平成
22年2月発行分をもって満了となります。
　新しい「議会だよりモニター」の募集に、多くの皆
様方の申し込みをお願いします。

12月議会報告会です
班 議員名（○班長） 2月の予定（12月議会の報告）

1班

○渡辺　豊子
　坂上巳生男
　腕野　幸博
　矢野　正憲
　糀谷　直人

和田…2/14（日）午後7時30分 
成合…2/13（土）午後7時 
朝代…2/7（日）午後7時30分

2班

○田中　正旗
　鈴木　　実
　藤原　敏司
　鱧谷　陽子
　文野　慎治

大久保…2/11（祝）午前10時 
野田…2/11（祝）午後7時 
熊取グリーンヒル…
　　　　2/11（祝）午後3時

3班
○大村　敏夫
　白間　泰男
　江川　慶子
　田中富士雄

大原…2/14（日）午後7時 
桜が丘…2/11（祝）午後7時 
新野田…2/21（日）午後7時

この議会だよりを
お持ちください

皆さまの
ご参加を
お待ちして
います。

・熊取町内にお住まいの方
・募 集 人 数　20名程度
　（現モニターの方も応募可能です）
・期　　　間　１年間
・申し込み先
　熊取町議会事務局
　　電話番号：072-452-1001
　　Fax番号：072-452-7103
　　メールアドレス：
　　　gikai-jimukyoku@
　　　　town.kumatori.lg.jp
・締 め 切 り　3月26日（金）

　モニターの方には、議会
だよりを読んでアンケートに
お答えいただきます。また、
年１回程度、広報委員との意
見交換の場を設けます。

新たに
モニター募集


